
知多半島の中央に位置する武豊町は、温暖な気候と豊かな自然に恵ま
れ、野菜、米、畜産、そして伝統的な醸造文化が息づくまちです。
本町では、新鮮な野菜や米をはじめ、地域ブランドの「知多牛」など、

高品質な農畜産物が多くの人々に親しまれ、町の魅力の一つとなってい
ます。

一方で、農業を取り巻く環境は、高齢化や後継者不足、気候変動など
の課題を抱えており、持続可能な農業への取り組みが求められています。
こうした状況の中で、令和６年度から有機農業者により設立された

「美浜武豊グッドローカル推進協議会」と連携し、有機農業の普及に取
り組んでいます。
そして、地域資源である畜産や醸造と連携した地産堆肥の活用や、地

域で生産された有機農産物を学校給食で活用する「地産地消」の取り組
み等を進め、農業者が持続的に経営できる環境を整え、生産から消費ま
でを一貫して推進していきます。

私たちは、これまでの慣行農業を尊重しつつも、農業者と行政が力を
合わせ、有機農業においても武豊町ならではの豊かさを守り育てていき
ます。

そして美浜町との共同発表のもと、ここに「オーガニックビレッジ」
を宣言します。
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